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電源ＯＮ電源ＯＮ電源ＯＮ電源ＯＮ    
１） プローブラインと電源コードを接続します。 

２） ＨＬＤ５０００本体の正面にある電源スイッチを押します。 

３）３）３）３）    音が鳴り始め、３０秒経ちましたら、測定可能です。    

電源ＯＦＦ電源ＯＦＦ電源ＯＦＦ電源ＯＦＦ    
４）４）４）４）    ＨＬＤ５０００の電源はいつでもＯＦＦが可能です。全てのパラメータ

の記憶はいつ電源をＯＦＦにしても保存されています。    
    
校正チェックおよび機能校正チェックおよび機能校正チェックおよび機能校正チェックおよび機能        
５）  プローブチップをキャリブレーションポートに差込み、“コウセイ Ｏ

Ｋ” （“Calibration okay”） が表示されるまでお待ち下さい。新規校正が

必要な場合は音がなりますので、その時は校正を行ってください。    

校正校正校正校正    
６） 校正を行うためには、プローブのボタンを押し、プローブチップをキャ

リブレーションポートに差し込みます。校正は自動に行われ、プローブ

のボタンは最初に１回押すだけで、押し続ける必要はございません。デ

ィスプレイに  “コウセイ  ガ  カンリョウシマシタ“（” Successful 

completion） と表示されます。 

パラメータパラメータパラメータパラメータ(Parameters)(Parameters)(Parameters)(Parameters)    
７） パラメータの変換につきましては、取扱説明書の１７ページから始ま

る、３.４.機器の設定  （メニュー構造）をご覧下さい。 
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